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第第第第11111111
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第第第第14141414

第第第第11115555

第第第第11116666

第第第第11117777
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部部部部    家庭犬家庭犬家庭犬家庭犬準準準準初等科初等科初等科初等科(CD(CD(CD(CDⅠⅠⅠⅠS)S)S)S)    

部部部部    家庭犬初等科家庭犬初等科家庭犬初等科家庭犬初等科(CD(CD(CD(CDⅠⅠⅠⅠ))))    

部部部部    家庭犬中等科家庭犬中等科家庭犬中等科家庭犬中等科(CD(CD(CD(CDⅡⅡⅡⅡ))))                

部部部部    家庭犬準高等科家庭犬準高等科家庭犬準高等科家庭犬準高等科(CD(CD(CD(CDⅢⅢⅢⅢS)S)S)S)        

部部部部    家庭犬高等科家庭犬高等科家庭犬高等科家庭犬高等科(CD(CD(CD(CDⅢⅢⅢⅢ))))    

第６部第６部第６部第６部    家庭犬準初等科家庭犬準初等科家庭犬準初等科家庭犬準初等科(CD(CD(CD(CDⅠⅠⅠⅠS)S)S)S)        

部部部部    家庭犬初等科家庭犬初等科家庭犬初等科家庭犬初等科(CD(CD(CD(CDⅠⅠⅠⅠ))))        

部部部部    家庭犬中等科家庭犬中等科家庭犬中等科家庭犬中等科(CD(CD(CD(CDⅡⅡⅡⅡ))))    

部部部部    家庭犬準高等科家庭犬準高等科家庭犬準高等科家庭犬準高等科(CD(CD(CD(CDⅢⅢⅢⅢS)S)S)S)            

10101010 部部部部    家庭犬高等科家庭犬高等科家庭犬高等科家庭犬高等科(CD(CD(CD(CDⅢⅢⅢⅢ))))    

11111111 部部部部    家庭犬大学科家庭犬大学科家庭犬大学科家庭犬大学科(CD(CD(CD(CDＸＸＸＸ))))                

12121212 部部部部    特別犬の部特別犬の部特別犬の部特別犬の部    

13131313 部部部部    服従作業初等科服従作業初等科服従作業初等科服従作業初等科        

14141414 部部部部    服従作業中等科服従作業中等科服従作業中等科服従作業中等科        

5555 部部部部    臭気選別他臭の部臭気選別他臭の部臭気選別他臭の部臭気選別他臭の部    

6666 部部部部    オビディエンスビギナーオビディエンスビギナーオビディエンスビギナーオビディエンスビギナー    

7777 部部部部    オビディエンスⅠオビディエンスⅠオビディエンスⅠオビディエンスⅠ    

8888 部部部部    オビディエンスⅡオビディエンスⅡオビディエンスⅡオビディエンスⅡ    

19191919 部部部部    オビディエンスⅢオビディエンスⅢオビディエンスⅢオビディエンスⅢ    



１．出陳規定 

 (1)本会会員が所有する、生後満９カ月１日以上（2011 年 4 月 28 日及 

   びそれ以前の生まれ）の本会登録犬に限ります。 

 (2)前項に関わらず、本会会員所有の非公認犬種・非公認団体登録犬・ 

   交雑犬は、生後満９カ月１日以上であれば家庭犬準初等科・特別犬 

   の部に限り出陳することができます。ただし、訓練チャンピオン資 

   格犬にはなりませんので、トレーニングチャンピオン（Ｔ・ＣＨ.） 

ボイントカードは付与されません。 

 (3)同一犬の重複出陳については、以下の通りとなります。 

   ①家庭犬準初等科～大学科は、連続する２つのクラスまで出陳でき 

    ます。 

   ※例えば、家庭犬高等科と家庭犬大学科では同時出陳できますが、 

    家庭犬準高等科と家庭犬大学科では同時出陳する事はできません。 

   ②家庭犬準初等科～大学科のクラスのうち１つのクラスと臭気選 

    別．足跡追及・ FCI 国際訓練（IPO）Ⅰ・Ⅱ・Ⅲのうちの 1 つの 

    クラスに出陳できます。 

   ③服従作業初等科・服従作業中等科・臭気選別・足跡追及のクラ 

    スのうちの 2つのクラスまで出陳できます。 

   ④IPO 単課目の同一クラスのうち２つのクラスまで出陳できます。 

   ⑤IPO 単課目のクラスのうちの１つのクラスと家庭犬高等科'家庭 

    犬大学科・臭気選別・足跡追及のクラスのうちの１つのクラス 

    まで出陳できます。 

   ⑥オビディエンスビギナー・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲのうちの１つのクラスと 

    家庭犬中等科～大学科、服従作業中等科、臭気選別、足跡追及 

    のうち１つのクラスまで出陳できます。 

 (4)伝染病・皮膚病など健康上の危倶がある犬は、出陳することはで 

   きません。また、発情犬は、各クラスの最後に審査を行います。 

 (5)会場内における事故の責任は、一切所有者といたします。本競技 

   会規定ならびに実施要領は別記の通りですが、都合で－部変更す 

   る場合があります。 

 

  ２．申込方法 

 (1)競技会出陳申込 

   所定の出陳申込書に必要事項を記入し、出陳料１頭１クラスにつ 

   き８，０ ０ ０円を添え締切日までに大会事務局必着となるよ 

うに申し込み下さい。 

 (2)公開訓練試験受験申込（ Ｂ Ｈを含む） 

   各「訓練試験受験登録申請書」に必要事項を記入し、受験料１科 

   目につき５，０ ０ ０円を添え締切日までに大会事務局必着となる 

   ように申し込み下さい。なお、Ｂ Ｈ（同伴犬訓練試験）について 

   は、２０１１年１月 14日を受付開始日とし、申込頭数が１０頭に 

   なり次第締め切らせていただきます。１０頭を超えた受付分につ 

   いては、抽選とさせて頂きますので予めご了承下さい。 

   ※両申込とも競技会当日、会場での申込は受付いたしません。ま 

    た、ＦＡＸでの申し込みも、受付けいたしません。 

３．審査規定 

 (1)審査は、ＪＫＣ公認審査員により厳正公平に採点いたします。 

 (2)競技課目は「訓練試験課目・訓練競技課目に関する規程」により 

   行います。 

 (3)競技は、アマチュア指導手の部 5種目と一般の部 14 種目に分けて 

   行います。 

 (4)総合得点が同点の場合は、規定課目の得点の高いものを上位とし 

   ます。規定課目の得点も同点の場合は、担当審査員が判定します。 

 (5)審査の結果に対しては異議の申し立ては許されません。 

 (6)各部共、全ての課目は脚側停座に始まり、脚側停庫で終わります。 

これが守られない場合は、減点の対象となります。 

4. 指導手規定 
   本競技会出場犬の指導手参加資格は、本会のクラブ会員並びにその家族とし、

次の通りとします。 

Ａ・アマチュア指導手の部について 

①出陳犬所有者本人、またはその家族（同居の血縁）の方に限ります。 

※本会の公認訓練士並びにその助手、及びこれに準じる者（訓練を業とした経歴 

を持つ者）は、アマチュア指導手の部には出場できません。その認定は中央訓練

委員会で行います。 

Ｂ・一般指導手の部について 

 ①出陳犬所有者本人、またはその家族（同居の血縁者）の方。 

 ②本会の公認訓練士並びにその助手、及びこれに準じる者（訓練を業とした経歴

を持つ者）。 

 ③自己所有犬以外の犬を指導する方。 

5．競技課目  

 ■アマチュア指導手の部 

 第１部 家庭犬準初等科（ＣＤＩＳ）５０点５課目中規定２課目 

  （下記） 

  ①紐付脚側行進(往復常歩)②紐付立止 次の 13 課目のうちから３課目選択  ア.

紐付伏臥、イ.紐付行進並びに伏臥、ウ.紐付行進並びに停座、エ.紐付行進並び

に立止、オ.紐付障害飛越（片道）、力.紐付据座、キ.紐付休止、ク.紐付お手・

おかわり、ケ.紐付チンチン、コ.紐付くわえて歩く、サ.紐付寝ろ、シ,紐付吠

えろ、ス.紐付だっこ 

 第２部 家庭犬初等科（ＣＤＩ）５０点 規定５課目（下記） 

  ①紐付脚側行進（往復常歩）②紐無し脚側行進（往復常歩）③停座及び招呼④伏

臥⑤立止（紐無し）(指導手の年齢により、幼年組・小学生組・中学生組・一般

組に組 分けします。） 

 第３部 家庭犬中等科（ＣＤⅡ）１００点１０課目中規定７課目 

  （下記） 

  ①紐付脚側行進（往路は常歩・復路は速歩）②紐無し脚側行進往路は常歩・復路

は速歩）③停座及び招呼④伏臥⑤立止（紐無し）⑥常歩行進中の伏臥⑦常歩行

進中の停座 他３課目(指導手の年齢により、幼年組・小学生組・中学生組・一

般組に組分けします。） 

 第４部 家庭犬準高等科（ＣＤⅢＳ）150 点 15課目中規定１０課目 

  （下記） 

  ①～⑦までは家庭犬中等科と同じ⑧常歩行進中の立止⑨障害飛越片道）⑩休止 他

５課目 

 第５部 家庭犬高等科（ＣＤⅢ）200点２０課目中規定 14課目 

  （下記） 

  ①～⑦までは家庭犬中等科と同じ⑧常歩行進中の立止⑨物品持来⑩遠隔・停座か

ら伏臥⑪障害飛越（片道）⑫障害飛越（往復）⑬ 

  据座⑭休止 他６課目 

 ■一般の部 

 第６部 家庭犬準初等科（ＣＤＩＳ）５０点 ５課目中規定２課目 

  （下記） 

①紐付脚側行進(往復常歩)②紐付立止 

次の 13 課目のうちから３課目選択 

ア.紐付伏臥、イ．紐付行進並びに伏臥、ウ.紐付行進並びに停座、エ.紐付行進並

びに立止、オ.紐付障害飛越（片道）、力.紐付据座、キ.紐付休止、ク．紐付お手・

おかわり、ケ.紐付チンチン、コ.紐付くわえて歩く、サ.紐付寝ろ、シ､紐付吠え

ろ、ス.紐付だ っこ 

 第７部 家庭犬初等科（ＣＤＩ）５０点 規定５課目（下記） 

  ①紐付脚側行進（往復常歩）②紐無し脚側行進（往復常歩）③停座及び招呼④伏

臥⑤立止（紐無し） 

 第８部 家庭犬中等科（ＣＤⅡ）100点 10 課目中規定７課目 

  （下記） 

  ①紐付脚側行進（往路は常歩・復路は速歩）②紐無し脚側行進(往路は常歩・復路

は速歩）③停座及び招呼④伏臥⑤立止（紐無し）⑥常歩行進中の伏臥⑦常歩行 

進中の停座 他３課目 

 第９部 家庭犬準高等科（ＣＤⅢＳ）150 点 15課目中規定 10課目 

  （下記） 

  ①～⑦までは家庭犬中等科と同じ⑧常歩行進中の立止⑨障害飛越 

                          （片道）⑩休止 他５課目 

 第 10 部 家庭犬高等科（ＣＤⅢ）200点 ２０課目中規定 14課目 

  （下記） 

  ①～⑦までは家庭犬中等科と同じ⑧常歩行進中の立止⑨物品持来⑩遠隔・停座か

ら伏臥⑪障害飛越（片道）⑫障害飛越（往復）⑬ 

  据座⑭休止 他６課目 



第 11 部 家庭犬大学科（ＣＤＸ）300点３０課目中規定 20 課目 

  （下記） 

  ①～⑥までは家庭犬中等科と同じ⑦速歩行進中の伏臥⑧常歩行進中の停座⑨速歩

行進中の停座⑩常歩行進中の立止⑪速歩行進中の立止⑫物品持来⑬前進⑭遠

隔・伏臥から立止⑮遠隔・停座から伏臥⑯遠隔・停座から立止⑰障害飛越（片

道）⑱障害飛越（往復）⑲据座⑳休止 他 10 課目 

第 12 部 特別犬の部（非公認犬種・非公認団体登録犬・交雑犬） 

  家庭犬中等科の課目内容とする。 

 第 13 部 服従作業初等科 ５課目５０点 

  ①紐付脚側行進（コ型に 30ｍのコースを行進し往路常歩、復路速歩）②紐無し脚

側行進（①と同要領）③停座及び招呼（距離約 10ｍ離れて対面し、約３秒後指

示により招呼）④行進並びに伏臥（常歩にて５ ｍ進み伏臥を命じて、さらに

10ｍ進んで犬に対位し指示により戻る。指導手は、止まって命じても良い。）⑤

行進並びに立止（実施要領は、④と立止で同じである。） 

第 14 部 服従作業中等科  １０課目 100 点 

①～③までは第 13部と同じ④行進中の停座（脚側行進（常歩）中、 

   指導手は歩度を変えることなく５ｍ地点で停座を命じ、１０ｍ行進し約３秒 後

指示により犬の元に戻る）⑤行進中の伏臥(④と同要領)⑥行進中の立止（④と同

要領）⑦遠隔。停座から伏臥(指示により犬を停座させ、約 10ｍ前方で犬と対面

し、約３秒後指示により犬に伏臥を命じ、犬の元に戻る）⑧障害飛越（板張障害

の片道 飛越とする。高さは犬の大小により、７０cm、４０cm、小型犬は概ね体

高の高さ）⑨持来（ダンベル状のものを使用し、発進と物品の受取りは指示によ

る）⑩休止（指示により休止及び待てを命じ、犬から離れ指示により犬の元に戻

る） 

第 15 部臭気選別他臭の部(図 1 参照) 

●10ｍ前方の選別台にある 5 個の布片の中から、 

1 個の本臭物品を持来する。 

●1 頭の犬が連続 4 回実施する。 

4 回成功した犬を CH グループとし 

2 次作業を行う。 

●物品を台上に配置するときは、 

人犬共に後ろ向きになる。 

●作業時間は、本臭いを嗅がせ始 

 めてから 1 分以内とする。 

●決勝のための２次作業以降は、ビニール、箸、紙等を異物品と

して使用することがあり、犬の前後動作も採点する。 

第 16 部 オビディエンスビギナー 

第 17 部 オビディエンスⅠ 

第 18 部 オビディエンスⅡ 

第 19 部 オビディエンスⅢ 

オビディエンス規定 JKC ホームページ参照（（（（ http://www.jkc.or.jphttp://www.jkc.or.jphttp://www.jkc.or.jphttp://www.jkc.or.jp）））） 

6. 6. 6. 6. 注意事項注意事項注意事項注意事項    

(１)審査に関するご注意 

①作業中とは入場から退場までをいいます、作業中としての審査は、課目と課目

の間も対象となります。 

②犬の首輪はバンダナ・チェーンカラーなどを含めて、一つだけの装着とします。 

③指導手はポシェット類の装着は出来ません。 

 (２)各課目に共通したご注意 

①規定課目を行う場合は、各動作を1 声符のみで完全に行われた場合を満点とし、

視符を使った場合は最小単位の減点があります。（前進、障害を除く） 

②作業中、逸走した場合、その課目は0 点となります。 

 呼び出してすぐ戻ったものは次の課目に進めます。 

 2 回逸走した場合は以降の作業は中止となります。 

（ただし、過度の逸走は、1回でも作業中止となる場合があります。） 

③指導手がボール、えさ等を持って作業した場合は失格となります。 

④作業中の大便、小便は大きな減点となります。 

⑤審査員（またはスチュワード）の指示で命令をしなければならない時に、指示前

にした場合は減点となります。  

 

⑥作業中に不自然な、または余分な声視符、ならびに誘導的動作は減点の対象と

なります。 

⑦指導手の命令前に犬が動作をした場合は、減点となます。  

⑧作業中犬の首輪を持った場合は減点となります。（選別作業は除く。） 

⑨作業会場の入場から退場まで、犬に対する体罰は許されません。程度によって

は失格もあります。 

⑩各課目の最後の脚側停座は、「アトエ」または「スワレ」の1声符のみで完全に行わ

れた場合にのみ満点となります。それ以上の声視符は使用毎に最小単位の減点があ

ります。 

⑪対面して行う作業は、必ず犬を一旦停止させ、審査員の指示により、犬を呼び

脚側停座で終わります。 

 （実施要領に特定の記載のある課目は除く。） 

⑫指導手が課目や実施要領を間違えた場合は、減点の対象となります。ただし、

課目の作業前に審査員もしくはスチュワードに課目順を質問することは問

題ありません。 

7777．入賞．入賞．入賞．入賞    

(1)各部の審査終了後、審査員長により、理事長賞審査が行われます。 

(2)各部各クラス１席より５席までを入賞とし、ロゼットを付与します。 

8．トレーニングチャンピオン．トレーニングチャンピオン．トレーニングチャンピオン．トレーニングチャンピオン((((T.CH.T.CH.T.CH.T.CH.）並びにグランドトレーニングチャンピオン）並びにグランドトレーニングチャンピオン）並びにグランドトレーニングチャンピオン）並びにグランドトレーニングチャンピオン    

        （Ｇ（Ｇ（Ｇ（Ｇ    Ｔ､Ｔ､Ｔ､Ｔ､    ＣＨＣＨＣＨＣＨ....）登録制度）登録制度）登録制度）登録制度    

(1)家庭犬中等科～大学科、服従作業中等科、足跡追及他臭の部、国 

  際訓練（IPO 総合競技の部）、IPO 単課目の部（IPO Ｉ足跡追及単課 

  目の部を除く）において 95％以上の得点を得た犬、臭気選別他臭 

  の部で４回中３回以上成功した犬、オビディエンス Ⅰ．Ⅱ・Ⅲ・で 

  ８０％以上の得点を得た犬にトレーニングチャンピオン（T.CH.）ポ 

  イント７ Ｐを交付します。 

本部訓練競技大会・東西日本トライアル 10P 

ブロック訓練競技会7P、クラブ訓練競技会 5P        

なお、家庭犬初等科、服従作業初等科、足跡追及自臭の部（ ＳＴ連合会・ブロ

ック・クラブ競技会のみ）、において 95％以上の得点を得た犬、臭気選別自臭の

部で４回全て成功した犬（ ＳＴ連合会・ブロック・クラブ競技会のみ）、オビデ

ィエンスビギナーで80％以上の得点を得た犬にはトレーニンチャピオン（T.CH.）

ポイント２ Ｐを交付します。 

本部訓練競技大会・東西日本トライアル 3P 

ブロック訓練競技会2P、クラブ訓練競技会 1P 

(2)同一犬が、複数の T.CH.ポイントを取得した場合、１クラスのみ有効とします。 

(3)トレーニングチャンピオンポイントのうち、家庭犬高等科、家庭犬大学科、国

際訓練（IPO 総合競技の部）、臭気選別他臭の部（訓練競技大会（本部主催）・東

西日本トライアルのみ）、オビディエンス Ｉ・Ⅱ・Ⅲは、メジャーポイントにな

ります。 

(4)トレーニングチャンピオン（T.CH.）資格の取得と登録 

  ①トレーニングチャンピオンポイント（T.CH.P.）を 20 ポイント以 

   上取得した犬に与えられます。 

   ただし、取得した 20 ポイントのうち２枚以上は５ポイント以上 
   の T.CH.ポイントでなければなりません。 

  ②T.CH.取得に際しては、ＣＤⅡ以上（ Ｇ Ｄ、ＩＰＯ、ＢＨを含 

    む）の訓練試験資格の登録をしなければなりません。 

(5)グランドトレーニングチャンピオン（G､ Ｔ, CＨ）資格の取得と登録 

  ①G.T.CH.の資格条件は、 T.CH.Pを 60ポイント以上有する犬に与 えられます。

ただし、メジャーポイントを１枚以上取得していることと、T.CH.の登録を期限内

に申請していることが条件となります。 

  ②仮に 24ポイントで、トレーニングチャンピオン登録を行った場合、残り３６

ポイントでグランドトレーニングチャンピオンの資格条件が与えられます。 

  ③2000 年 12 月３１日以前に T・ ＣＨの資格条件を得た場合、2001 年１月１日

以降にメジャーポイントを含めて40ポイントを取得した場合のみG.T.CH.の資格

条件を付与するものとします。 

(6)T.CH.または G.T.CH.登録資格を満たした犬の所有者には、資格条件確認通知

を送付します。資格条件確認通知を受けた日から３カ月以内に、登録を完了して

下さい。 

  登録料は T.CH.が 3,200 円、G.T.CH.が 6,300円です。 

(7)チャンピオン登録を行いますと、チャンピオン証明書が贈られ、 

  血統証明書に T.CH.また G.T.CH.の称号が印字され、その名誉が永久に記録され

ます。 

(8)トレーニングチャンピオン、グランドトレーニングチャンピオン登録に際して

は、当該犬の ＤＮＡ登録が必要となりますので、ご注意ください。 
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実施要領実施要領実施要領実施要領    

申込開始申込開始申込開始申込開始    2012012012013333    年年年年    12121212    月月月月22223333    日日日日((((月月月月))))    

申込締切申込締切申込締切申込締切    2012012012014444    年年年年        1111    月月月月        6666日日日日((((月月月月))))    

※※※※当日申込当日申込当日申込当日申込みみみみ及及及及びびびび    FAX FAX FAX FAX でのでのでのでの受付受付受付受付はははは致致致致しませんしませんしませんしません。。。。    

１．チーム・ハンドラー・出陳犬の資格 

＜チーム・ハンドラーの資格＞ 

①チームの代表者は、本会のクラブ会員とします。 

②ハンドラーは、本会のクラブ会員並びにその家族とします。 

＜出陳犬の資格＞ 

①出陳犬は、クラブ会員所有の生後１２カ月１日以上の本会登録犬とし 

ます。 ②「交雑犬｣、「本会の非公認犬種」及び「本会の非公認団体登 

録犬」につきましては、個人競技に限り 出陳できます。（クラブ会員

所 

有で生後１２カ月１日以上であること） ただし、フライボールチャン 

ピオン資格犬にはなりませんので、フライボールチヤンピオン（ Ｆ Ｂ、 

Ｃ Ｈ.）ポイントカードは付与されません。 

③伝染病･皮膚病など健康上の危慎がある犬､跛行の犬､咬癖のある犬 

は出陳することはできません。 

④発情した犬は可個人競技に限って出陳することができますが、当該 

カテゴリーの最後に競技する こととします。 

⑤出陳犬の首輪は競技中に危険が及ばないことを原則とし、緩んだ状 

態が維持できる平首輪（フラット・カラー）または胴輪（ハーネス）と 

します。 

２．競技用具 

原則として、全て本会指定の用具とします。 

①ボックスに関しましては、本会でも用意いたします。 

ボールの飛行曲線が、ボックス上部のソフトカバーに触れることのない 

ように調整してください。 

②ボールは原則として、空気の抜けていない正規のテニスボールとし 

ます。ただし、犬のサイズを考慮し、危険性のない弾むボールで審査員 

長が認めた場合は使用することができます。 

③ハードルの高さ（上部カバーの厚みは含まない）は、スモール２０ 

ｃｍ、ミディアム３０ｃｍ、ラージ４０ｃｍとします。 

④チーム競技において、ハードルの高さは当該チームの中で最も体高 

の低い犬のカテゴリーの高さとし 

ます。 

３．競技種目 

チーム競技と個人競技の２種目とします。 

＜チーム＞ 

１チームは４名のハンドラーと４頭の犬とし、予備の犬を１頭以上用意 

します。 

＜個 人＞ 

①１名のハンドラーと１頭の犬とします。 

②出陳犬の体高により次の３つのカテゴリーに分割します。 

（１）スモール（体高３５ ｃｍ未満の犬） 

（２）ミディアム（体高３５ ｃｍ以上４５ ｃｍ未満の犬） 

（３）ラ ー ジ（体高４５ ｃｍ以上の犬） 

４．競 技 

競技は２レーンで２チーム（２頭）が行います。 

＜チーム＞ 

①２チーム以上の出陳申込みがあった場合に行われます。 

②参加チーム数が３チーム以下の場合は、リーグ戦（総当り）とし、４ 

チーム以上の場合は、トーナメント戦（勝ち上がり）とします。 

③組み合わせ及び使用するレーンは抽選とします。 

④１ヒートごとのレーンチェンジは行いません。 

⑤トーナメント戦において、３席及び４席は、決定戦によって決定しま 

す。５席は当該席次が対象となるヒートのタイムによって決定します。 

⑥ヒートを３回行い、２回勝ったチームが当該競技の勝利チームとなり 

ます。 

⑦リーグ戦で勝敗が同率の場合は、ヒート勝率によって決定します。ヒ 

ート勝率も同率の場合は、ヒートのベストタイムによって決定します。 

＜個 人＞ 

①８頭以上の出陳申込みがあった場合に行われます。 

②ヒートで使用するレーンは予め本部にて決定します。 

③１ヒートごとのレーンチェンジは行いません。 

④全てヒートを３回連続行い、その内最も速いタイムを当該犬のベ 

ストタイムとします。 

⑤スモール・ミディアム・ラージの各カテゴリー毎にベストタイム 

によって席次を決定します。 

⑥同タイムの場合は、犬の年齢が若い方を上位とします。 

５．ヒート 

＜チーム＞ 

①ヒートのスタートは、メインジャッジの合図で開始します。 

②スタートの合図の前に犬の身体のいずれかの部分がスタート。フィ 

ニッシュライン（２本のスタートフィニッシュポールを結ぶ架空の線） 

を越えた場合は、再度スタートとなります。 

ただし、二度続いた場合は、当該犬はフライングとなります。 

③犬は静止した体勢、またはランニングの体勢からスタートすること 

ができます。 

④犬は４つのハードルを跳び越え、ボックスのペダルを踏み、ボール 

を唾えたまま４つのハードルを跳び越え、戻ってくることとします。 

⑤走行中の犬の身体の－部がスタート。フィニッシュラインを越えた 

時、次の犬がスタートすることができます。 

万一、これに違反した場合、当該犬はフライングとなります。 

⑥走行中の犬が、ハードルを転倒させた場合は、そのハードルが立って 

いると仮定して跳び越えていれば失敗とはなりません。ただし、メンバ 

ーは走行の妨害又は誘導とならない限り、ハードルを立て直すことがで 

出陳料 

チーム競技 

１チーム 8０００円 

個人競技 

１頭   ５０００円 



実施要領実施要領実施要領実施要領 

きます。 

⑦４頭目の犬（又は、再度走らなければならなかった犬）の身体の一部 

がスタート・フィニッシュラインを先に通過したチームが、そのヒート 

の勝者とします。 

⑧ヒートの終了は、両チームの４頭目の犬がフィニッシュした時としま

す。 

＜個 人＞ 

①ヒートのスタートは、メインジャッジの合図で開始します。 

②スタートの合図の前に犬の身体のいずれかの部分がスタート・フィニ 

ッシュラインを越えた場合は～ 再度スタートとなります。ただし、二 

度続いた場合は当該ヒートは無効と判断されます。 

③犬は静止した体勢、又はランニングの体勢からスタートすることがで 

きます。 

④犬は４つのハードルを跳び越え、ボックスのペダルを踏み、ボールを 

唾えたまま４つのハードルを跳び越え、戻ってくることとします。 

⑤走行中の犬が、ハードルを転倒させた場合は、そのハードルが立って 

いると仮定して跳び越えていれば失敗とはなりません。ただし、メンバ 

ーは走行の妨害又は誘導とならない限り、ハードルを立て直すことがで 

きます。 

⑥犬の身体の一部が、スタート・フィニッシュラインを通過した場合に 

ゴールとします。 ⑦妨害により、当該ヒートのタイムが計測ができな 

かった場合は、再度ダミー犬と残りのヒートを行うこととします。 

６．違 反 

チーム競技におい/て、出陳犬が次の何れかに該当した場合、当該犬は 

チームの最後尾で再度走らなければなりません。 

①出陳犬がフライングと判断された場合。 

②出陳犬がいずれかのハードルを跳び越えなかった場合。 

③出陳犬がボックスのペダルを踏まなかった場合。 

④出陳犬がボールを唾えずにフィニッシュラインを通過した場合。 

⑤ハンドラーの足がスタート・フィニッシュラインを越えた場合。た 

だし、ハードルを立て直す場合又はボールを拾う場合を除きます。 

⑥ハンドラー又はボックスローダーによるアシストがなされた場合。 

個人競技において、出陳犬が次の何れかに該当した場合、そのヒート 

は無効となります。 

①出陳犬がフライングと判断された場合。 

②出陳犬がいずれかのハードルを跳び越えなかった場合。 

③出陳犬がボックスのペダルを踏まなかった場合。 

④出陳犬がボールを姪えずにフィニッシュラインを通過した場合。 

⑤ハンドラーの足がスタート・フィニッシュラインを越えた場合。⑥ 

ハンドラー又はボックスローダーによるアシストがなされた場合。 

７．ヒートの中止 

競技中、メンバー又は出陳犬が次の何れかに該当した場合、当該チー 

ム又は当該犬のヒートは中止となります。 

①出陳犬が競技に意欲を見せない場合。 

②出陳犬がレーンに排泄した場合。 

③出陳犬が逸走した場合。 

④出陳犬又はチームのメンバーが、一方の出陳犬又はチームを妨害した 

場合。ただし、出陳犬がボールを追うことは妨害と見なされません。 

⑤メインジャッジが中止と判断した場合。 

８．失 格 

次の何れかに該当した場合、当該チーム又は当該犬は失格となります。 

①出陳犬又はチームのメンバーによる妨害が重なった場合。 

②メインジヤッジが失格と判断した場合。 

９．規 制 

ハンドラーは次の行為を行ってはなりません。 

①審査員に対する暴力行為及び暴言。 

②出陳犬に対する暴力行為。 

③審査中の関係者に対する抗議行為。 

１０.成 績 

＜特別表彰＞ 

次の出陳犬に理事長賞を授与します。 

①チーム競技の１席。 

②個人競技の各カテゴリー１席犬の内から１頭。 

＜チーム＞ 

１席～５席までを入賞とし、ロゼットを付与します。 

＜個 人＞ 

スモールミディアム･ラージの各カテゴリー毎の１席～１０席まで 

を入賞とし､ロゼットを付与します。 

１１．ボックスローダー・ヘルパー 

＜ボックスローダー＞ 

①チーム競技並びに個人競技ともボックスローダーは、原則として当該 

チーム及び当該出陳者が用意します。 

②ボックスローダーは、ボックスの後ろに位置し、ボックス後部板の末 

端に両足を載せている、もしくは触れている状態で直立し（別紙参照)、 

ボックスにボールをセットする時及び転がったボールを回収する時を 

除き、手を後ろに組んでいなければなりません。 

③ボックスローダーは、声援により犬を勇気づけることができます。 

④ボックスローダーは、審査員によりそのヒートが終了したことが宣言 

されるまで、所定の位置を離れてはいけません。 

＜ヘルパー＞ 

チーム競技においては、ボールの回収及びハードルの設置を行うヘルパ 

ーを用意することができます。 

１２．フライボールチャンピオン（ Ｆ Ｂ．Ｃ Ｈ）登録制度 

（１）チーム競技で１席となったチーム４頭（ただし、決勝競技におい 

て２ヒート勝利することが条件となります｡）に Ｆ Ｂ．ＣＨポイント 

５Ｐが付与されます。 

また、個人競技のスモール・ミディアム・ラージ各カテゴリーのベスト 

タイムの犬及びベストタイム に１．０秒加えたタイム以内で完走した 

犬に Ｆ Ｂ・Ｃ Ｈポイント３ Ｐが交付されます。 

（２）フライボールチャンピオン（ Ｆ Ｂ・Ｃ Ｈ）資格の取得と登録 

①ＦＢ.Ｃ Ｈ・Ｐを２０ポイント以上取得した犬に与えられます。 

②ＦＢ．ＣＨ取得に際しては、Ｃ ＤⅡ以上（Ｇ Ｄ、Ｉ Ｐ Ｏ、ＢＨを 

含む）の訓練試験資格の登録をしなければなりません。加えて、Ｄ Ｎ Ａ 

登録も必要となります。 

（３） ＦＢ．ＣＨ登録資格を満たした犬の所有者には、資格条件確認 

通知を送付します。資格条件確認通知を受けた日から３カ月以内に登録 

を完了してください。 登録料は３，２００円です。 

 



　実施要領を確認のうえ、出陳料を添えて申し込みいたします。　実施要領を確認のうえ、出陳料を添えて申し込みいたします。　実施要領を確認のうえ、出陳料を添えて申し込みいたします。　実施要領を確認のうえ、出陳料を添えて申し込みいたします。

フリガナ 会員期限

氏　名 ／／／／

出陳者名 会員期限 出陳者名 会員期限

出陳者会員番号 　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－ ／／／／ 出陳者会員番号 　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－ ／／／／

指導手名 会員期限 指導手名 会員期限

指導手会員番号 　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－ ／／／／ 指導手会員番号 　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－ ／／／／

犬　　種 性別 犬　　種 性別

登録番号 オス 登録番号 オス

生年月日 　　　　年　　　　月　　　　日 メス 生年月日 　　　　年　　　　月　　　　日 メス

フリガナ フリガナ

犬名（英字） 犬名（英字）

出陳者名 会員期限 出陳者名 会員期限

出陳者会員番号 　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－ ／／／／ 出陳者会員番号 　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－ ／／／／

指導手名 会員期限 指導手名 会員期限

2014ブロックフライボール競技大会申込書（チーム）

　　　　　　－　　　　　　　－　　　　　　　　　　－　　　　　　　－　　　　　　　　　　－　　　　　　　－　　　　　　　　　　－　　　　　　　－　　　　

指指指指
導導導導
手手手手
及及及及
びびびび
出出出出
陳陳陳陳
犬犬犬犬

チチチチ
ーーーー

ムムムム
名名名名

（〒　　　－　　　　　　） Ｔｅｌ　　　　　－　　　　　－　　　　　　携帯　　　　　－　　　　　　－　　　

代代代代
表表表表
者者者者

住所

会員番号

チーム　　　チーム　　　チーム　　　チーム　　　

指導手名 会員期限 指導手名 会員期限

指導手会員番号 　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－ ／／／／ 指導手会員番号 　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－ ／／／／

犬　　種 性別 犬　　種 性別

登録番号 オス 登録番号 オス

生年月日 　　　　年　　　　月　　　　日 メス 生年月日 　　　　年　　　　月　　　　日 メス

フリガナ フリガナ

犬名（英字） 犬名（英字）

出陳者名 会員期限 出陳者名 会員期限

出陳者会員番号 　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－ ／／／／ 出陳者会員番号 　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－ ／／／／

指導手名 会員期限 指導手名 会員期限

指導手会員番号 　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－ ／／／／ 指導手会員番号 　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　－　　　　　　－ ／／／／

犬　　種 性別 犬　　種 性別

登録番号 オス 登録番号 オス

生年月日 　　　　年　　　　月　　　　日 メス 生年月日 　　　　年　　　　月　　　　日 メス

フリガナ フリガナ

犬名（英字） 犬名（英字）

※氏　　名

●ＦＡＸでの申込は受け付けません。

会員番号

　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　／

●申込締切後、又は当日の申込は受け付けません。

　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　－　　　　　－

　　　有　　・　　無 （どちらかに○をして下さい。）

　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　／

※有に○をした場合には、右記に氏名・会員番号をご記入下さい。

　無に○をした場合には、本部でボックスローダーを準備いたします。

●本会の登録番号が無い犬は、出陳できません。

　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　／

補補補補
欠欠欠欠
犬犬犬犬

ボボボボ

ッッッッ
クククク
スススス

ロロロロ
ーーーー

ダダダダ
ーーーー

のののの

有有有有
無無無無

●申込は、競技会事務局まで、ご送付下さい。

●代表者は、出順に関しての照会先、受付票送付先、案内等の発送先とし、申込責任者となります。
受領印

●本会の登録番号が無い犬は、出陳できません。

●本競技大会は、クラブ会員所有の生後12ヵ月1日以上の本会登録犬が出陳できます。



犬種

フリガナ

犬名(英字）

登録番号 生年月日

ふりがな

　　月　　　　日

（〒　　　－　　　　　）℡　　　　　　　－　　　　　　　－　　　　　　　　　／携帯　　　　　　　－　　　　　　　　－

ふりがな

　　月　　　　日

（〒　　　－　　　　　）℡　　　　　　　－　　　　　　　－　　　　　　　　　／携帯　　　　　　　－　　　　　　　　－

住　所

- - ℡ - -

○申込締切後、又当日申込受付はいたしません。
○FAXでの受付はいたしません。
○本会の登録番号が無い犬は、出陳できません。
○本競技大会は、クラブ会員所有の生後１２ヶ月１日以上の本会登録犬が出陳できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

出陳犬の体高により２つのカテゴリーに分割する。出陳犬の体高により２つのカテゴリーに分割する。出陳犬の体高により２つのカテゴリーに分割する。出陳犬の体高により２つのカテゴリーに分割する。 スモール　　　　ミディアム　　　　ラージスモール　　　　ミディアム　　　　ラージスモール　　　　ミディアム　　　　ラージスモール　　　　ミディアム　　　　ラージ

両親犬名
父犬名(英字）

母犬名(英字）

 　　　　　年　　　　　  月 　　　   日

　申込責任者記入欄（出陳者と同じ場合は、記入不要です。）

有　　・　　無チーム同時有無

出
陳
犬

性　別 オス　・　メス

出
陳
者

住　所

氏　名
同時申請

　／

―　　　　―

会

費

期

間

申
請
日

入会金・会費継続・名義変更

※いずれかに○を付け、申請目をご記入ください。

　／

※いずれかに○を付け、申請目をご記入ください。

指
導
者

ク　ラ　ブ
会員番号

―　　　　―

住　所

ク　ラ　ブ
会員番号

※有に○をした場合は、右記に氏名・会員番号を記入ください。

※無に○をした場合は、本部でボックスローダーをじゅびいたします。

※氏名

会員番号　　　　　-　　　　　-

会

費

期

間

氏　名
同時申請

入会金・会費継続・名義変更
申
請
日

経理印

2014フライボール競技大会
申込書（個人用）

実施要領を確認のうえ、出陳料を添えて申し込みいたします。

氏　名

会員番号

出陳に関しての照会先、受付票送付先、案内等の取りまとめ責任者となります。
出陳の詳細に関しましては、申込み責任者にお問い合わせください。

ボ

ッ
ク

ス

ロ

ー

ダ

ー

の

有

無

　　　　有　　・　　無　　（どちらかに○をして下さい。）


